
北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略の骨子（素案）までの流れについて

第２回有識者会議に提示した本市の強み・弱み

第１回有識者会議に提示した本市の人口動向

①２０４０年には７８４，１６２人 （国立社会保障・人口問題研究所）、 ②自然動態はマイナス拡大傾向、社会動態減少幅は落ち着く傾向

③関東・関西・福岡方面、２０歳～３９歳までの転出が多い、 ④合計特殊出生率は増加傾向（政令市１位）

プロジェクトチームでの検討事項 ⇒ 地方創生に資する施策・事業の洗い出し

第２回有識者会議での学生意見、第１回推進協議会での委員意見
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強み 弱み

①企業の本社機能等
の移転誘致

市のよさをＰＲすべき、インターンシップは重要、学生と地域をつなげるべき、北九州独自の価値観を活かす・・・・・・

②地元就職の促進、学
生と企業のマッチング

③アジアの環境関連人
材育成拠点の形成

④地方創生を進めていく上
での必要な規制緩和（特区）

⑤女性活躍推進のた
めの施策

⑥結婚・子育てに関す
る施策

⑦都心におけるにぎわ
いの創出

さらに強める 克服に向けて取り組む

事務系、サービス産業、研究開発、
デザイン・クリエイティブ分野が弱い
など

技術力の高い中小企業、豊富な人
材、環境技術、海外インフラビジネス

東京、福岡に人材が流出、高齢化の
進行など

にぎわいに欠ける、都心機能が分
散、治安が悪いなど

合計特殊出生率が高い、子育てがし
やすい、待機児童がゼロなど

ＢＣＰ拠点に最適、２４時間運用可能
な空港、安価な生活コストなど

・
・
・

・
・
・

資料２
本市のこれまでの取り組み
①新成長戦略の推進による雇用の創出⇒４，５９４人（H25年度）、②起業誘致の促進⇒誘致件数 １６２件 投資額 ２，０５９億円（H22～26年度）
③Ｕ・Ｉターン促進⇒Ｕ・Ｉターン就職者数 １１５人（Ｈ26年度）、④定住促進⇒定住促進支援事業 利用者 ３７９世帯、 １，２０２名 （H22～26年度）
⑤子育て支援の推進⇒子育てのしやすいまち ３年連続、政令市１位（NPO調査）

施策連携の相乗効果

若い世代の
結婚・ 出産・
子育ての希望
をかなえる

地方創生推進
のための国の
施策への対応
（特区・税制等）

時代に合った
魅力的な都市
をつくる

北九州市への
新しいひとの流
れをつくる

北九州市に
しごとをつくり、
安心して働け
るようにする

自主的な成長サイクルの確立

総合戦略展開イメージ


